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極めて一般的であった「Black-board and White-chalk 
method」と呼ばれる教育スタイルを乗り越え、参加型・
体験型の学びを組織するのが教育者の立場であり、そ
れは教育者というよりもファシリテーターとしての役割
となる、などということが盛んに推奨されてきている。
ところが、ワークショップという名称の科目である
から、教員はすべてファシリテーターであるべき、と
いった立場は、本研究の中からは明確には現れてこ
なかった。さらに、意図を持った学習活動を展開する
ためには、カリキュラムを構築する作業（FD 活動等）
が重要となり、また教員からある程度の指示的な関わ
りは学生の学習を深化させる上で極めて効果的であ
る、との印象を受けた。したがって、新しい形として
の「ワークショップ」およびその教育手法についての
検討が進んだことは、本研究によって得られた発展的
な成果である。
今後、当該研究課題をどう発展させるかについては、
実際にワークショップの展開の中で新たな教育手法を
試行・実践していく中で顕在化するさまざまな問題を
解決していくことにより、大正大学および環境コミュ
ニティコースからの提案という形で、新しい教育手法
を一般化することで、教育方法学に向けた取り組みを
展開していくことが考えられる。いずれにせよ、当該
研究の研究段階の成果については、カリキュラムを運
営していく中でひとつひとつ確認していく作業を進
め、発展させていくことを企図している。
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